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  ③平成２８年度  
ア）アンケート結果参加者の満足度（アンケート回収率 100.0％）     単位：％ 

設 問 事 項 満 足 やや満足 やや不満 不 満 

事業全体をとおしてはどうでしたか。 94.4 5.6 0.0 0.0 

    事業後に行ったアンケート調査の集計結果は、「満足」が参加者全体の 94.4%と高 

い割合を占めることができた。 

 
イ）参加者の自由記述より 
・栄養のバランスを考えて食事を選んだ。野菜を最初に食べるようになった。 
・キャンプに参加し、仲間がいたから大変なことも最後までがんばることができた。 
・みんなで楽しみながらゴールを目指したり、活動を楽しんだりすることができた。 
・ソロトレーニングや運動エクササイズは、家でもできそうなものが多く、続けてみ

たいと思った。 
 

  ウ）「カラダに e 生活の記録」に一日の活動の記録を自分でグラフ等に記録できるよう

改善し、参加者自身にも記録の「見える化」を図った。 

   

  エ）６年目で初めて、３ヶ月後にフォローアップキャンプを実施した。 

 

４ 事業の課題 

 ①平成２６年度 
・肥満傾向の児童にとって沢活動や登山など、運動強度や危険度の高いプログラムに

ついて、スタッフ間で十分な体制をとる事や、実地踏査を行う事など事前の確認が

必要である。（隊列から遅れたり、体調を崩したりした参加者へのフォロー等） 
・参加者の特徴等について、スタッフミーティングを密に行い、スタッフ間の共通理

解が必要である。 
・キャンプ期間中に大きく伸びた活動量が、3 ヵ月後の習慣化にはつながっていると

は言い難く、参加者へのフォローアップが必要である。 
・３ヶ月後の追跡調査の回収率が悪かったので、回収方法を改善する必要がある。 

 
 ②平成２７年度 

・質問紙の内容検討が不十分で、どんな意図でどんなデータの変化を見たいのかが、

はっきりしていなかったため、質問紙のデータ分析が報告書にうまく反映できな

かった。ねらいに合わせた質問紙を選択し、変化を見ることができるように検討し

ていきたい。 
・肥満傾向という趣旨が充分に伝わり、意図する参加者が集まったが、定員充足させ

るために、広報の連携について考える必要がある。 
・宮城県の県立青少年教育施設や関連団体との連携を視野に入れて、企画することが

求められる。 
 
③平成２８年度 

・本事業の企画委員会を立ち上げ、肥満傾向の子どもを抱える病院や保健所等様々な  
機関と連携し、企画の段階から共同で事業を組み立てていく必要がある。 

・本事業は、６年目を終えるので、プログラムがマンネリにならないよう様々な視点

から事業の企画にあたる必要がある。 

第２章  カラダに e キャンプの調査研究 
  
１ 調査の概要 
 （１）身体活動量に関する調査 
   ①測定機器について 

本事業が参加者の身体活動量に与える影響を探るため、活動量計（正式名称：

POLARlOOP、24-HOUR ACTIVITY TRACKER 、POLAR 社製、）を用いて、参

加者の活動時間、活動カロリー、歩数、睡眠充実度を測定した。活動量計は、入浴

時を除いて参加者の腕部に装着した。 
 
②調査方法 
＜平成２６年度＞ 
本事業の参加者に対し、キャンプ前、キャンプ中、キャンプ３ヶ月後の計３回の

測定を行った。 
＜平成２７年度＞ 
本事業の参加者に対し、キャンプ前、キャンプ中、キャンプ１ヶ月後の計３回の

測定を行った。 
＜平成２８年度＞ 
本事業の参加者に対し、キャンプ前、キャンプ中、キャンプ１ヶ月後の計３回の

測定を行った。 
 

〇３年間とも、機器の破損や紛失、装着忘れ等でデータが不完全な者を除き、キャン

プ前、キャンプ中、キャンプ後の３回それぞれで有効なデータが得られた参加者の

データを分析対象とした。 
 
○平成２６年度は３カ月後に送付した際、データの回収率が低かったため、平成２７

年度、平成２８年度は１か月後に送付した。その結果、全員のデータを回収するこ

とができた。 
 
   ③分析方法 

本事業における参加者の変容を明らかにするため、３回の測定結果から、活動時間、

歩数、消費カロリー、睡眠の充実度の測定値ごとに１日の平均値を算出し、上記基

準との差、および３回の増減について、一般線形モデルによる分析を行い、比較検

討した。      
 

※活動量計（正式名称：POLARlOOP、24-HOUR ACTIVITY TRACKER 、POLAR 社製） 
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２ 調査結果  
①平成２６年度 

 
図１－１ １日の平均歩数（N=16、単位：歩） 

 

１日の平均歩数について、この年代に必要な歩数（男子 13000 歩・女子 11000 歩）と

比べ、キャンプ前(pre)は全体の平均で 8621 歩と非常に少なく、キャンプ中(mid)は全体

の平均で 17452 歩となり、統計学的にみて平均歩数に有意な差があった（効果有）。   

（一般線形モデルによる分析 F (2, 28) = 122.5, P < 0.05） 
また、３ヵ月後(post)は、10072 歩であった。３時点の増減をみると、キャンプ前か

らキャンプ中は、全体の場合では 2.02 倍増加した（8621 歩→17452 歩）。 

一方、キャンプ中から 3ヵ月後は 10072 歩に減少したが、キャンプ前 8621 歩と比較す

ると、全体の平均では 1.16 倍増加した。 

  

    図２－１ 1 日の男子の歩数（N=9）   図２－２ 1 日の女子の歩数（N=7） 

（横軸 １・２ キャンプ前 pre ３～９キャンプ中 mid 10～11 3 ヵ月後 post） 
 

男子の１日の平均歩数について、３時点の増減をみると、キャンプ前からキャンプ中は、

2.16 倍に増加した。キャンプ中から３ヵ月後は 10774 歩に減少したが、キャンプ前と比較

すると、1.34 倍増加した。3ヵ月後に大きく歩数を伸ばしている児童がいる。(図２－１) 
女子の１日の平均歩数について、３時点の増減をみると、キャンプ前からキャンプ中は、

1.86 倍に増加した。キャンプ中から３ヵ月後は 9371 歩に減少し、キャンプ前と比較する

と、0.97 倍減少したが、3ヵ月後にも歩数を伸ばしている児童が数名いる。（図２－２） 
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図１ 1 日の平均歩数（N=19、単位：歩） 

 

1 日の平均歩数について、キャンプ前(pre)は全体平均で 10481 歩と、キャンプ中(mid)

は全体の平均で 28525 歩となり、統計学的にみて平均歩数に有意な差があった。 

（一元配置分析 F (2, 39) =132.603 , P < 0.05） 
 

 キャンプ前・キャンプ中・キャンプ後の顕著な変化（平均歩数【単位：歩】の推移） 

   

ケーススタディ 

A君 11 歳 小学校 6年生 男子 

 ○キャンプ参加への経緯 

  保護者からの問い合わせで、足首が自由に動かず不安定な場所での活動に難があるが、

参加させてもよいかという照会が入る。協議の結果、職員で補助をしながら部分的に活

動プログラムに参加させ、様子を見ながら活動を進めることで受け入れた。 

 ○キャンプ中の様子 

  沢活動など、地面が安定しない場面において、職員がマンツーマンで補助しながら活

動を進めた。本人の意欲が非常に高く、難易度の高い沢登りにも職員帯同の形をとりな

がら全日程のプログラムに参加し、非常に満足してキャンプを終えた。 

○キャンプ後の生活（保護者の手紙より） 

 食生活において、本人が意識しているようで、飲み物はお茶以外飲みません。サラダ

にマヨネーズ等を使いません。運動は、合宿直後気分が乗っていたようで、ランニング

マシーンやワンダーコアを合わせて 30 分位している日もありました。合宿で栄養指導も

していただいたおかげで、帰宅後「○○には砂糖が○○gくらい入っているんだよ」と、

教えていただいた知識を活かしてやっているようです。合宿での成果→やれば結果がつ

いてくる、努力の結果への喜びを感じたことが一番だと思います。 
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２ 調査結果  
①平成２６年度 

 
図１－１ １日の平均歩数（N=16、単位：歩） 

 

１日の平均歩数について、この年代に必要な歩数（男子 13000 歩・女子 11000 歩）と

比べ、キャンプ前(pre)は全体の平均で 8621 歩と非常に少なく、キャンプ中(mid)は全体

の平均で 17452 歩となり、統計学的にみて平均歩数に有意な差があった（効果有）。   

（一般線形モデルによる分析 F (2, 28) = 122.5, P < 0.05） 
また、３ヵ月後(post)は、10072 歩であった。３時点の増減をみると、キャンプ前か

らキャンプ中は、全体の場合では 2.02 倍増加した（8621 歩→17452 歩）。 

一方、キャンプ中から 3ヵ月後は 10072 歩に減少したが、キャンプ前 8621 歩と比較す

ると、全体の平均では 1.16 倍増加した。 

  

    図２－１ 1 日の男子の歩数（N=9）   図２－２ 1 日の女子の歩数（N=7） 

（横軸 １・２ キャンプ前 pre ３～９キャンプ中 mid 10～11 3 ヵ月後 post） 
 

男子の１日の平均歩数について、３時点の増減をみると、キャンプ前からキャンプ中は、

2.16 倍に増加した。キャンプ中から３ヵ月後は 10774 歩に減少したが、キャンプ前と比較

すると、1.34 倍増加した。3ヵ月後に大きく歩数を伸ばしている児童がいる。(図２－１) 
女子の１日の平均歩数について、３時点の増減をみると、キャンプ前からキャンプ中は、

1.86 倍に増加した。キャンプ中から３ヵ月後は 9371 歩に減少し、キャンプ前と比較する

と、0.97 倍減少したが、3ヵ月後にも歩数を伸ばしている児童が数名いる。（図２－２） 
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図１ 1 日の平均歩数（N=19、単位：歩） 

 

1 日の平均歩数について、キャンプ前(pre)は全体平均で 10481 歩と、キャンプ中(mid)

は全体の平均で 28525 歩となり、統計学的にみて平均歩数に有意な差があった。 

（一元配置分析 F (2, 39) =132.603 , P < 0.05） 
 

 キャンプ前・キャンプ中・キャンプ後の顕著な変化（平均歩数【単位：歩】の推移） 

   

ケーススタディ 

A君 11 歳 小学校 6年生 男子 

 ○キャンプ参加への経緯 

  保護者からの問い合わせで、足首が自由に動かず不安定な場所での活動に難があるが、

参加させてもよいかという照会が入る。協議の結果、職員で補助をしながら部分的に活

動プログラムに参加させ、様子を見ながら活動を進めることで受け入れた。 

 ○キャンプ中の様子 

  沢活動など、地面が安定しない場面において、職員がマンツーマンで補助しながら活

動を進めた。本人の意欲が非常に高く、難易度の高い沢登りにも職員帯同の形をとりな

がら全日程のプログラムに参加し、非常に満足してキャンプを終えた。 

○キャンプ後の生活（保護者の手紙より） 

 食生活において、本人が意識しているようで、飲み物はお茶以外飲みません。サラダ

にマヨネーズ等を使いません。運動は、合宿直後気分が乗っていたようで、ランニング

マシーンやワンダーコアを合わせて 30 分位している日もありました。合宿で栄養指導も

していただいたおかげで、帰宅後「○○には砂糖が○○gくらい入っているんだよ」と、

教えていただいた知識を活かしてやっているようです。合宿での成果→やれば結果がつ

いてくる、努力の結果への喜びを感じたことが一番だと思います。 
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第３章  カラダに e キャンプの総評 
 

東北学院大学人間科学科准教授 岡﨑 勘造 
 

現在，子どもの健康リスクが社会的問題になっている。例えば，肥満児童生徒の増加がよく

話題になる。肥満の原因には，食生活に大きく依存するとも考えられるが，食生活を改善させ

るだけでなく，運動による消費エネルギーの増加，さらには睡眠を含めた運動，朝食，睡眠の

生活リズムを調整することが望ましい。つまり，よく遊び，程よい疲労感から睡眠への導入を

促進させ，お腹を空かせ三食しっかり摂取し，ただし間食によるエネルギー過多を防ぐ，とい

った一連のサイクルである。また，生活リズムは，肥満でなくとも，発育発達が著しい学齢期

の子どもには，非常に大切なことである。 
「カラダに e キャンプ」は，運動，睡眠，朝食に焦点を充て，生活リズムを調整させること

を目的に企画された事業であった。文部科学省は「早寝早起き，朝ご飯，運動」を推奨してい

る。この事業は，我が国の子どもの課題に取り組み，解決策を考える基盤の一つとして，重要

な意義を持つと思われる。 
「カラダに e キャンプ」の影響として，QOL，自己効力感，運動，朝食，睡眠の効果を検証

した。一般的に，こういった実践型の事業では，データでは示すことが難しい部分が多い。例

えば，「キャンプの効果」として，強いエビデンスを示すためには，ランダム化比較試験の研究

デザインを用いることが望まれるが，現実的ではない。したがって，ここでは，個人の変化を

中心に報告した。その検証の結果，キャンプ前に比べて，運動量が増加し，その持ち越し効果

が散見できた。その改善された子どもの中には，高度肥満の子どももみられた。高度肥満の子

どもは，そもそもこういった生活習慣を見直す取り組みに参加すること自体少なく，健康教育

を受ける場，としてこのキャンプが良い機会となっていた。この事業には，高度肥満の子ども

が自発的にキャンプに参加しており，さらには，QOL，自己効力感が高まり，その影響により，

運動量の増加，および定着化に至った事例がみられた。このことは，我が国の子どもの生活習

慣を改善させる取り組みに貴重な情報を示唆するところである。 
 以上のように，個人レベルで検証した場合には，心身への効果が散見できたが，さらにブラ

ッシュアップできる箇所も考えられた。例えば，キャンプ後の持ち越し効果を持続させる方法

について課題が残る。このことは，本事業だけでなく，国内外の健康行動の動機づけ研究にお

いても，一致することであり，難しい課題である。確かに，今回の事業では，1 か月後への持

ち越し効果は確認ができた。ただし，その後，3 か月，6 か月，1 年後などへの持ち越し効果に

ついは，確認できていない。最近では，電子メールを利用した持ち越し効果への取り組みが，

国内外で見られてきた。健康教育を意図した定型文を，電子メールで一斉送信する方法である。

1 か月に一回，定期的に送信するだけでも，子どもにとっては，キャンプを思い出し，刺激と

なる可能性がある。また，電子メール等による方法は，親への刺激としても期待ができる。子

どもの生活リズムは，親の影響（ソーシャルサポート）も大きい。特に，小学生は，中学生に

比べて，親の影響が大きいことが考えられる。最後に，本事業は，地域の大自然を活かし，子

どもの健やかな心身の調整と成長を促すことを目的とした貴重な取り組みである。プログラム

には，沢登り，ハイキング，ニュースポーツなどの魅力的な刺激に加えて，地域のスポーツト

レーナー，管理栄養士による指導も組み込まれている。つまり，産官学連携が連携し，東北地

域の子どもの生活リズムを改善，維持させるモデル事業になり得る。今後，本事業のような取

り組みが，我が国に波及されることが望まれるし，また，この事業が他の取り組みにおいて，

モデル事業として活用されることを願う。 

③平成２８年度 
歩数 

 各児童生徒の 1 日あたりの歩数の差

（横軸：キャンプ中－キャンプ前，縦軸：

1 か月後－キャンプ前）について，全児

童生徒が，キャンプ中は増加していた。 
全体として，“右肩上がり”の様相を示

しており，つまり，キャンプ終了後にも，

歩数が増加し運動習慣が改善されていた

児童生徒が多いことを示す。 
 キャンプ終了 1 か月後まで，キャンプ

前に比べて増加していた児童生徒は 10
名であった。そのうち 6 名は，中等度肥

満（f），高度肥満（a，b，i，n，r）の児

童生徒であり，5 名もの高度肥満の子ど

も達がキャンプ終了後も増加していた。 
 個人における変化では，“右肩上がり”

の児童生徒が多かったが，集団における

歩数を分散分析で比較したところ，3 時

点（キャンプ前 11411±4618，キャンプ中

26512±3346，1 か月後 14453±7066）の変化に有意差はみられた。ただし，集団としては，キャンプ前

に比べて，キャンプ終了 1 か月後の歩数は増加していなかった。 
 

身体の機能 
各児童生徒の身体の機能得点の差（横

軸：キャンプ中－キャンプ前，縦軸：1 か

月後－キャンプ前）を図 2 に示した。 
特筆すべきは，5 名の児童生徒が，キャ

ンプ中に身体の機能について，健康度が高

まり，1 か月後においても，その傾向が続

いていた。その中には，高度肥満者が 1 名

（n），中等度肥満が 2 名（e，f）含まれて

いた。また，高度肥満の参加者 h について

は，キャンプ中は下がっていたが，キャン

プ終了 1 か月後に，身体の機能の健康度が

高まっていた。 
集団における得点をフリードマン検定

で比較したところ，3 時点（キャンプ前

83.9±9.0，キャンプ中 83.3±13.3，1 か月

後 85.4±11.8）に有意差はみられなかっ

た。 
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図 2 身体の機能得点 

図１ 歩数 
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